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第４学年 社会科学習指導案

指導者

１ 単元名

～未来に続く並木道 けやき通り～

地いきの発てんにつくした人々

２ 指導観

こんな子どもたちだから
○ 子どもたちにとって「けやき通り」は，通学路であり生活に密着した通りでもある。アンケートで

も子どもたちの 84％が「けやき通りで買い物をしたことがある」，80％が「散歩をしたことがある」と

答えており，多くの子どもがけやき通りに親しみをもっている。 （意欲・関心）

○ 子どもたちは，自分の考えをマップに表し，それをもとに聴き合い活動をしてきている。統計資料

を関連付けて読み取ったことを考えの根拠にすることもできるようになってきている。 （学び方）

○ 前単元「昔から伝えられるもの」の学習を通して，昔の人の生活をよりよくしたいという願いや思

いは今の暮らしにも生かされていることを理解してきている。 （認識）

こんな手立てで（方法）
○つかむ段階では

赤坂校区にあるけやき通りの

保全・発展に努める「けやき通

り発展期成会」の活動に目を向

けさせ，「Ｋさんたちが，けやき通りを守り続

けることができたのはなぜだろう。」という疑

問をもたせ，学習問題を設定する。

学習問題に対する予想を聴き合い，自分の

課題を把握し，自己評価をもとに課題追究に

必要な学習計画を立てる。

○さぐる段階では

資料をもとに自分の考えを組み立てたり，

考えを整理して表現物に表したりする。さら

に，同質グループでの聴き合い活動を通して，

自分の考えを見直し，考えと資料とのつなが

りを意識しながら付加・修正・強化させる。

○あらわす段階では

学習問題に対する異なる考えを聴き合い，

相手の考えのよさを受け入れながら共通点を

見いだしていく。また，ポートフォリオを活

用して単元を通した自分の考えの変容を振り

返り，自己評価する。学習問題の答えについ

ての見方・考え方の変容を振り返り，先人の

苦心をＫさんたちの工夫や努力とつないで理

解する。

目指す子どもの姿
◎ けやき通りを守り続けるＫさんたちの姿を通して，けやき通りと地域とのかかわりに関心をもち，地
域の特色やよさを守るための人々の工夫や努力を意欲的に調べることができる。 （意欲・関心）

◎ Ｋさんたちの苦心によってけやき通りや地域のよさが生み出されたことを調べ，事実をもとに追究・
整理し，写真資料やフリップなどの表現物をもとに効果的に聴き合うことができる。 （学び方）

◎ 聴き合い活動を通して，地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を理解することができ
る。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「けやき通りを守り，発展させる

ために工夫や努力をし続けてきた人たちの働

きや苦心を調べ，地域社会に対する誇りと愛情

を育むこと」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

本単元では，子どもたちにとってより身近な

人物を通して地域の発展に尽くした先人の働

きについて学ぶために，

① けやき通りの環境保全や発展のための活

動に努めている「けやき通り発展期成会」の

Ｋさんを取り上げる。

② Ｋさんの活動を通して，けやき通りが先人

たちの工夫や努力，働きによって守られてい

ることや，将来に渡って「けやき通り」が発

展していくことへの人々の願いに触れるこ

とを中心に学習を進めていく。
このような教材を取り上げることは，地域の

生活の向上のために続けられている先人の働
きや苦心を，自分たちの生活と関連付けながら
具体的に理解できるという点で価値高いと考
える。
○テーマへの意義

子どもたちにとって，Ｋさんとの出会いを通

して具体的かつ共感的に学ぶことは，聴き合い

活動への意欲を高め，先人の苦心を主体的に考

え，豊かな学びをつくることができるという点

で意義深いと考える。

Ｋ(ＧＴ)さん
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３ 単元カリキュラム

(考えＢの資料)
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次単元

(考えＡの資料)

・地域の人たちと協

力して，けやきを守

る活動に取り組ん

だから

・国に認めてもらえ

るようにけやき通

りのよさを伝えて

説得したから

○主な聴き合い活動

学習問題「Ｋさんたちが，けやき通りを守

り続けることができたのはなぜだろう。」に

ついて聴き合い，Ｋさんたちの取組や活動に

おける工夫や努力をとらえるとともに，けや

き通りに込められている願いを振り返り，先

人の働きや苦心と自分たちの生活とを関連

付けながら自分の考えを見直している。

○主なポートフォリオ評価

これまでの自分の考えを，ポートフォリオ

をもとに想起することによって，Ｋさんたち

が，けやき通りを守り続けることができたわ

けについて自分の考えを振り返り，友達と聴

き合い活動をしながら考えを見直している。

・Ｋさんの
話
・「けやき
通り 発展
期成会」の
ホー ムペ
ージ
・地域の方
の話
・新聞記事
（樹 木医
のか かわ
り）（②）
・年表（①）
・けやき通
りを 守る
ため の取
り組み（清
掃活動・プ
ラン ター
設置・花植
え・水やり
等）
（②③④）

・Ｋさんの

話

・国土交通

省の方の

話

・新聞記事

（けやき

を切るべ

きかどう

かを伝え

る新聞記

事）（⑥）
・年表（①）
・ボランテ
ィアサポ
ートプロ
グラム(⑤)
・福岡市都
市景観賞
・九州の名
所に選ば
れる

〈根拠〉 〈根拠〉

資料⑤：官民一体とな

って取り組む「ボ

ランティアサポー

トプログラム」

資料④：通りを彩

るプラン

ターの花

資料⑥：けやきを切る

べきかどうかを伝え

る新聞記事

資料①：けやき通りに関する年表

社会科部テーマ

人物とのかかわりを通して考える力を育てる社会科学習

資料②：樹医のかかわりを

伝える新聞記事

資料③：ボランティアの清

掃活動の様子
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４ 指導計画 (計１２時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 様々な事実と出会い，学習

問題をつくる。

(1) けやき通りの現在の写真

とできた当時の写真とを比

較し，どこが変わったか，

どのように変わったか話し

合う。

・木の数が増えている様子

・道路が舗装されている様子

・車の数が増えている事実

(2) 資料や年表から疑問を出

し合う。

・けやきが切られそうになっ

た時の新聞記事

(3) けやき通りを守り続けて

いるＫさんと出会う。

(4) 学習問題をつくり，自分

の課題をもつ。

２ 聴き合い活動をし，自分の

課題を明確にし，見通しをも

つ。

(1) 学習問題について聴き

合い，課題を明確にする。

・学習経験，生活経験を生

かした予想

(2) 調べる内容や方法を決

め，学習計画を立てる。

◇けやき通りがどのように

して現在の姿へ変化してい

ったか関心をもっている。

・けやき通りって，いつ，だ

れが作ったんだろう。

・どうやって木を大きくさせ

ているのだろう。

・いつもきれいな街並みだけ

ど，だれがきれいにしている

のだろう。

◇年表や新聞記事から疑問

に思ったことを２つ以上見

付けている。

・Ｋさんたちは，どうしてけ

やきを守り続けることがで

きたんだろう。

・どうして今までけやきを切

らずに守ることができたん

だろう。

◇Ｋさんの気持ちになって

予想している。

・Ｋさんはどんな取り組みを

してけやき通りを守ってき

たのかな。

・Ｋさんだけではなく，いろ

んな人がかかわったんじゃ

ないかな。

・予想を確かめるために，自

分の調べる内容と方法をし

っかり決めておこう。

○図工でのけやき通りのス

ケッチのことを想起させる。

その後､昔と現在の２枚の写

真を提示し，比較させる。

《支援①⑥》

◆発言・学習プリント分析

○けやき通りが現在の姿に

なるまでには，「人」の手が

加わっていることに気付か

せる。 《支援①④》

◆発言分析

○学習問題を明確にするた

めに，いくつかの視点を出さ

せながら学習問題をつくら

せる。 《支援②⑥》

◆発言・学習プリント分析

○考えマップに自分の考え

を書かせ，根拠とのつながり

についても発表させる。

《支援①③》

◆ポートフォリオ分析

○友達の考えと自分の考え

との違いを具体的に取り上

げる。 《支援⑥⑦》

◆発言・学習プリント分析

○年表をもとに長い年月を

かけてけやき通りが整備さ

れ，保全されてきたことに目

を向けさせ，先人の働きや努

力から予想するようにする。

《支援④⑥》

◆発言・学習プリント分析

１

１

１

交流活動①

●全体

・相違点をもとに課題を明

らかにする聴き合い活動

学習問題：Ｋさんたちが，けやき通りを守り続けることが

できたのはなぜだろう。

<子どもの予想>

○K さんたち以外の人たちも協力したから。

○K さんが地域の人たちに呼びかけたから。

○切ろうとした人をがんばって説得したから。

○自分たちの力でけやき通りを守る努力をしたから。

【考えＡ】

・地域の人たちと協力して

けやき通りを守る活動に取

り組んだから

【考えＢ】

・国に認めてもらえるよう

にけやき通りのよさを伝

えて説得したから
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さ

ぐ

る

３ 自分の追究計画に沿って

調べる。

・インタビュー（けやき通り

のよさ）

・見学・調査（Ｋさんたちの

取組）

・新聞記事

・インターネット（けやき通

り発展期成会）

・Ｋさんの話

・けやき通りについてのアン

ケート

・けやき通りに関する年表

４ 中間交流をする。

(1) 聴き合い活動をし，不十

分な点を補う。

(2) 表現物の整理をし，自分

の考えをまとめる。

５ 整理した考えをもとに，学

習問題の答えについて交流

する。

(1) 聴き合い活動をし，見

方・考え方のよさを見付け

る。

学習問題

(2) 聴き合い活動をもとに，

もう一度学習問題の答えを

つくる。

６ 発展課題として，地域の人

や友達にけやき通りについ

て発信する。

○ 校内や地域の掲示板に

「お知らせコーナー」を作

る。

７ 単元全体を振り返る。

○ けやき通りとのかかわ

りについて作文を書く。

◇個人課題に取り組み，意欲

的に追究しようとしている。

◇考えマップに自分の考え

と根拠を記入し，分類してい

る。

・同じ考えのグループで，も

っといい考えを組み立てよ

う。

・どんな風にまとめると友達

に分かりやすく伝わるかな。

◇追究した内容と方法をふ

り返っている。

・考えと根拠のつながりをし

っかりと聴こう。

・どんなところが違うのだろ

う。

・○○さんの考えをもう少し

聴いてみたいな。

◇自分の考えを考えマップ

に表している。

・○○さんの考えは，根拠と

のつながりがよく分かるよ。

・○○さんの考えには納得で

きるな。

・Ｋさんたちがこんなにがん

ばってくれていたんだな。

・けやき通りっていろいろな

人の工夫や努力によって守

り続けられているんだな。

◇多面的に考えを見直そう

としている。

・学習問題について，もう一

度考えを見直してみよう。

◇この単元の学習を通して

考えたことや思ったことを

表現物にまとめようとして

いる。

・けやき通りのよさや人々の

努力や工夫をみんなに知ら

せたいな。

・けやき通りをいつまでも自

分たちの手で守りたいな。

○個に応じた追究を可能に

するため，視点別に内容や方

法を交流させる。《支援②⑦》

◆考えマップ分析

○自分の考えの根拠となる

事実をＫさんへのインタビ

ューや写真資料などを中心

に集めさせる。《支援②⑧》

◆活動の様子の観察・ポート

フォリオ分析

○自分の考えが明確になる

ように，グループで事前に交

流させて考えを整理させる。

《支援①⑤》

◆ポートフォリオ・フリッ

プ・自己評価カード分析

○聴き合い活動をさせるた

めに，発表の順序や指名を考

慮する。 《支援⑥⑨》

◆ポートフォリオ分析

○共通点を考えさせる。

《支援⑥⑦》

◆考えマップ・発言・自己評

価カード分析

○学習問題に対する自分の

考えをつくらせる。

《支援③⑦》

◆ポートフォリオ分析

○自分たちの生活とけやき

通りとのつながりについて

考えさせる。 《支援⑦⑨》

◆ポートフォリオ分析

○この学習で学んだ社会的

事象に対する見方・考え方を

生かしてまとめさせる。

《支援③⑤》

◆ポートフォリオ分析

３

２

１

本

時

１

１

１

あ

ら

わ

す

交流活動②

●同質グループ
・不十分な点を補い，考
えを整理する聴き合い活
動

交流活動③

●異質グループ
・考えのよさを見つけ，
共通点をもとに考えを見
直す聴き合い活動

【考えＡ】
・地域の人た
ちと協力し
て取り組ん
だから

【考えＢ】
・けやき通
りのよさを
伝えて説得
したから

＜共通点＞

Ｋさんたちは，けやき通り

を守り続けるために，さまざ

まな問題と向き合い解決し

てきた。
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５ 本時

Ｋさんたちがけやき通りを守ることができたわけについて，表現物をもとに聴き合う場面

（１０／１２）

６ 本時の目標

○ Ｋさんたちの取組や見学・聞き取りで調べたことをもとに，Ｋさんたちがけやき通りや赤坂のまちの

発展を願って工夫や努力をし続けていることが理解できる。 （学習指導要領から）

○ 聴き合い活動を通して，友達の見方・考え方のよさに気付き，けやき通りを守り続けることができた

わけについて自分の考えを見直すことができる。 （テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，学習問題の答えについて，互いの考えを聴き合うことを通して，友達の見方・考え方のよさ

に気付き，けやき通りを守り続けるための草野さんたちの苦心や努力について理解することをねらいと

している。

前時までに子どもたちは，学習問題「Ｋさんたちが，けやき通りを守り続けることができたのはなぜ

だろう。」について，自分なりの考えをもって意欲的に追究してきている。子どもたちの考えは，〔Ａ：

地域の人たちと協力してけやき通りを守る活動に取り組んだから〕〔Ｂ：国に認めてもらえるようにけ

やき通りのよさを伝えて説得したから〕の大きく２つに分かれている。子どもたちは，Ｋさんに話を聞

いたり，考えのもとになる具体的な根拠を集めたりして表現物に整理し，まとめてきている。表現物に

は，学習問題に対する自分の答えとその根拠になる具体的な資料が相手に分かるように並べられ，考え

マップも発表の際の補助資料として準備してきている。

○交流活動の工夫について

互いの考えを知り，考えの違いを確かめる聴き合いや，互いの考えのよさを知り，共通点から考えの

重なりを確かめる聴き合い活動をする。そうすることで，子どもたちが相互に違いを認めながらも，友

達の考えのよさに納得し，それを受け入れて学習問題の答えをもう一度考えることを通して，自分の見

方・考え方を見直すことができると考える。

また，自分の考えを発表する時には，事実・資料をもとに発言し，資料提示も同時に行うことや，聴

くときには「確かめ」や「質問」をし，活発な聴き合い活動になるように仕組んでいきたい。

聴き合い活動後には，考えマップに友達の考えのよさを書き込んだり，Ｋさんの話を聴いたりして，

聴き合い活動への期待や成就感，さらにこれからの学習への意欲の高揚や考えの深まりにもつなげてい

きたい。

○評価活動の工夫について

前時までの，それぞれの時間における考えを記録したポートフォリオを本時授業場面で活用し，自分

の考えの変容過程とそのわけを振り返らせ，見方・考え方の変容を発表させることで，友達相互の対話

を通して学習することへの価値をもたせたり，聴き合い活動での発表補助資料に役立てたりしていくよ

うにする。前時までに，自分の考えを表現したものをポートフォリオにまとめ，考えマップも併用しな

がら，考えの変容を自己評価カードに記入し発表させることで，自尊感情を高めていきたい。

・規準に満たない子への支援

共通点が見付からない子どもには，Ｋさんのまちづくりへの思いや願いに触れさせ，どのような視点

で見直すとよいか考えさせ，考えをつないだり，まとめたりさせる。また，写真や年表などの資料をも

とに具体的に考えさせるようにしていきたい。

９ 準備

けやき通りの写真，けやき通りに関する年表，フリップ，考えマップ，ポートフォリオ，指示棒，自己評

価カード

自分の考えを再構成する聴き合い活動と自分の考えの変容を振り返るポートフォリオ評価活動を設定す

れば，Ｋさんたちがけやき通りや赤坂のまちの発展を願って工夫や努力をし続けていることを理解し，け

やき通りを守り続けることができたわけについて，地域の人の協力・けやき通りのよさ・草野さんたちの

苦心の面から考えることができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，本

時のめあてをつかむ。

２ 聴き合い活動をする。

(1) 全体で聴き合う。

(2) グループで聴き合う。

○ 友達の考えとの共通点から，

考えのよさを見つける。

○ 友達の考えとつないだり，ま

とめたりして，自分の考えを見

直す。

(3) 考えマップに書き加える。

(4) Ｋさんの話を聴く。

３ 見直した考えを，ポートフォリ

オで振り返って，自己評価カード

に記入し，発表する。

４ 次時の学習を知る。

○ 自己評価カードをもとに，学

習問題についての考えを再構成

することを伝える。

○本時のめあてを確認

し，学習の見通しをもた

せる。

○考えの違いが視覚的

に分かるように，板書の

構成を工夫する。

○板書の言葉を参考に

両者の考えの共通点を

見付けさせる。

○自分の考えを見直せ

るように，考えの根拠と

妥当性を「考えのよさ」

とすることを伝える。

○将来を見据えてけや

き通りの保全・発展に努

めていることをＫさん

から伝えてもらう。

○はじめの自分の考え

を振り返らせ，考えの変

容を中心に自己評価カ

ードに書かせる。

基準Ａ 基準Ｂ けやき

通りの

写真

けやき

通りに

関する

年表

フリッ

プ

考えマ

ップ

ポート

フォリ

オ

自己評

価カー

ド

・筋道を立て

て自分の考え

を発表し，表

現方法を工夫

して相手に分

かりやすく伝

えている。

・複数の根拠

と資料をつな

いで自分の考

えを発表して

いる。

・Ｋさんがけ

やき通りを守

り続けること

ができたわけ

について，２

つ以上の点か

ら自分の考え

を見直してい

る。

・表現方法を

工夫して伝え

ている。

・根拠と資料

をつないで自

分の考えを発

表している。

・Ｋさんがけ

やき通りを守

り続けること

ができたわけ

について，自

分の考えを見

直している。

本時のめあて：Ｋさんたちがけやき通りを守り続けることができたわけについて聴き合い，友

達の考えのよさを見つけ，自分の考えを見直そう。

基準Ｂに達しない子への支援

・机間支援を行い，全体の聴

き合い活動を例に，どのよう

な視点で見直せばよいか助言

したり，友達の考えのよさを

自分の考えと比べたり，つな

いだりさせる。

・意欲的に聴き合い活動をし
ようと本時交流への気持ち
を高めている。

＜本時で目指す子どもの姿＞

私は，Ｋさんたちがけやき通りのよさを伝えて説得したこ
とで，けやき通りを守り続けることができたと考えていたの
ですが，○○くんの考えやＫさんの話を聴いて，たくさんの
人たちと協力してけやき通りの世話をする努力を続けたか
ら，いろんな問題をのりこえてけやき通りを守り続けること
ができたのだと納得しました。その考えも取り入れてもう一
度学習問題の答えをつくってみたいと思います。

学習問題 ：Ｋさんたちが，けやき通りを守り続けることができたのはなぜだろう。

＜共通点＞

・K さんたちは，けやき通りを守り続けるためにいろいろな

問題と向き合い，解決してきた。

【考えＡ】

・地域の人たちと協力して
取り組んだから。

【考えＢ】

・けやき通りのよさを伝え
て説得したから。

《根拠の例》
・地域の方の話
・けやき通り発展期成会の
取組

《根拠の例》

・国土交通省の方の話

・ボランティアサポートプ

ログラム

基準Ｂに達しない子への支援

・机間支援を行いどのような

視点で見直せばよいか助言

し，友達の考えのよさに気付

かせる。

（代表児童が提案する）
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